
資料３

Ⅰ　建学の理念

Ⅱ　大学の基本的方向
１ 　幅広い教養を身につけ、互いの人格を尊重する

「豊かな教養の修得と人間尊重の精神を涵養する大学」
２ 　様々な課題を的確に捉え、幅広く対応する能力を身につける

「学際的領域を重視した特色ある教育・研究を行う大学」

３ 　応用分野や実社会での実際的教育・研究を重視した
「実学・実践重視の教育・研究を行う大学」

４  　地域社会と密接に連携し、教育・研究の成果を広く還元する
「地域社会に貢献する大学」

５ 　国際的な教育・研究の交流拠点として、多様な国際交流を積極的に行うととも
に、国際的に活躍できる人材を育成する
「国際社会に貢献する大学」

　自然、科学、人間が調和した新たな時代を創造することを願い、人間性豊かな社会の
形成に寄与する、深い知性と豊かな感性を備え、高度な専門性を身につけた自律的な人
間を育成する大学を目指す
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Ⅲ　本学が社会に伝えたいメッセージ（経営層ヒアリング）
１

① 　岩手県立大学は、それぞれの興味・関心に合わせた幅広い教養科目を用意して
いる。また、令和４年度からは、４年制大学と２つの短期大学の全ての学部にお
いて、これからの社会を担う基礎力を育むための文理融合データサイエンス教育
プログラムを開始している。

② 　岩手県立大学は、社会的な要因による差別や、不利益・不平等を是正して、実
質的平等、衡平性の実現を目指すことを使命とする大学である。

③ 　岩手県立大学は、地域のシンクタンクとしての役割を担う大学である。

④ 　岩手県立大学の滝沢キャンパスは、緑あふれる豊かな自然に囲まれた、舟越保
武の彫刻をはじめとするアートが点在する美しいキャンパスである。

⑤ 　岩手県立大学の学生は、真面目な学生が多い印象である。

２ 　岩手県立大学は、建学の理念に基づく大学の基本的方向を指針に、大学の社会
的責任を追求する。

【大学の社会的責任】

① 　地域、国、世界における種々の社会的変遷・変革に対応する。

② 　社会のニーズに取り組むこと（社会貢献）や、広範囲の学外ステイクホルダー
と関わりを持つ。

③ 　学術研究、教育、人才育成等の根幹的な機能のみならず、文化への造詣、社会
的貢献、及び国家の発展への貢献など多面的な機能を有する。

④ 　地域の多方面のシンクタンクとしての役割を果たす。

⑤ 　ステイクホルダーの真のニーズを見極めて社会・環境へ配慮した意味ある役割
を果たし、社会に潜在する課題の発掘・解決に努める。

３ 　岩手県立大学のタグラインは、「研究」に取り組む大学としてのメッセージを
伝えるものとしたい。
　大学を成すのは、「研究」と「教育」であるが、「教育」の土台となるものは
「研究」である。
　岩手県立大学は、学部の構成からなる多角的な視点から、さまざまな調査を実
施し、科学的な分析を行い、モノやサービスの研究開発を通じて、現代社会の抱
える課題解決に取り組み、地域やそこに住まう人々に貢献しようとしている。
　岩手県立大学は、幅広い教養、多角的な専門知識及び高度な専門技術による研
究に取り組む大学である。
　このことを想起させるタグラインとしたい。

４ 　岩手県立大学は、自然豊かなキャンパスで、礼儀正しい学生たちが、探求心と
創造力を駆使して、地域社会に貢献している大学である。
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